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高
齢
化
・
少
子
化
に
伴
い
、

市
内
で
は
規
模
の
小
さ
な
集
落

を
中
心
に
、
役
職
の
担
い
手
不

足
等
に
よ
る
集
落
機
能
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
年
度
か
ら
３
年

間
、
集
落
機
能
の
維
持
の
た
め

集
落
自
ら
が
近
隣
集
落
と
の
合

併
を
推
進
す
る
場
合
に
、
合
併

に
か
か
る
費
用
の
補
助
を
行
い

集
落
合
併
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
団
体

　
合
併
を
し
よ
う
と
す
る
２
つ

以
上
の
集
落
（
※
）
か
ら
構
成

さ
れ
る
協
議
会
。

※
集
落
と
は
市
内
全
１
０
７
の

各
区
（
地
方
自
治
法
に
規
定
す

る
「
認
可
地
縁
団
体
」
で
あ
る

か
は
問
わ
な
い
）
で
、
集
落
の

戸
数
・
面
積
な
ど
の
集
落
規
模

は
問
い
ま
せ
ん
。

補
助
対
象
経
費

・
合
併
に
か
か
る
事
務
関
係
費

・
合
併
に
要
す
る
調
査
研
究
費

・
有
識
者
等
集
落
支
援
の
た
め

の
報
償
費
・
委
託
料
等

（
食
糧
費
は
対
象
外
と
し
ま
す
）

補
助
金
の
交
付
額
等

・
補
助
率
…
10
分
の
10

・
限
度
額
…
10
万
円
（
一
協
議

会
当
た
り
一
回
限
り
）

補
助
金
の
適
用
期
限

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
☎
�
３
１
１
１ 
内
線
３
９
１

  

市
議
会
３
月
定
例
会
か
ら

　
３
月
３
日
に
招
集
さ
れ
た
市

議
会
３
月
定
例
会
は
21
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
上
程

さ
れ
た
48
議
案
は
す
べ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
予
算

　

２
～
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
20
年
度
補
正
予
算

  

一
般
会
計
の
補
正
予
算
額

は
４
億
３
８
７
７
万
円
の

増
額
で
、
こ
れ
に
よ
り
平

成
20
年
度
の
予
算
総
額
は

１
５
２
億
３
３
９
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
て

３
３
８
６
万
円
の
減
額
補
正
を

し
て
い
ま
す
。

条
例
案　
総
数
12
件

▽
飯
山
市
企
業
立
地
振
興
条
例

…
後
期
基
本
計
画
の
重
点
施
策

で
あ
る
産
業
の
活
性
化
、
ま
た

既
存
企
業
に
つ
い
て
も
誘
致
企

業
と
同
様
の
優
遇
措
置
を
講
ず

る
た
め
、
現
行
の
「
飯
山
市
工

場
等
誘
致
条
例
」
と
「
飯
山
市

工
業
等
振
興
条
例
」
を
統
合
し

た
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
。

事
件
案　
総
数
11
件

昨
年
度
、
全
国
か
ら
多
く
の

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た「
ふ
る

さ
と
納
税
」
制
度
。
飯
山
市
で

も
、「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山

応
援
金
」
制
度
を
設
置
し
、
寄

付
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
紹
介
等
に
よ
り
平

成
20
年
度
は
全
国
か
ら
68
件
、

1
億
９
９
３
万
３
９
０
４
円
の

応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
応

援
金
は
今
年
度
事
業
よ
り
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
号
の
市
報
と
と

も
に
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応

援
金
」
の
ご
案
内
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度

も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
応
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
市
外
に
お
住

ま
い
の
お
知
り
合
い
の
皆
さ
ん

な
ど
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

●「
ふ
る
さ
と
納
税
」と
は

　
ふ
る
さ
と
応
援
の
た
め
の
寄

付
を
し
た
時
に
住
民
税
等
が

控
除
さ
れ
る
制
度
。
個
人
が

５
０
０
０
円
を
超
え
る
寄
付
を

行
った
際
に
、個
人
住
民
税
の
概

ね
1
割
を
限
度
と
し
て
、一
定
の

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
児
童
手
当
は
小
学
校
修
了
前

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、

所
得
が
一
定
額
未
満
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
対

象
の
方
は
、
手
続
き
に
必
要
な

も
の
を
お
持
ち
に
な
り
、
市
役

所
で
手
続
き
を
行
って
く
だ
さい
。

　

特
に
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

た
方
や
転
入
し
て
き
た
方
に
つ

い
て
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月

分
か
ら
手
当
が
支
給
と
な
る
た

め
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
遅
れ

た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
左
表
の
手
続
期
間
内
に

手
続
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

☎
�
３
１
１
１　
内
線
３
６
３

児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

手続きが必要な方 手続きの時期

お子さんが生まれた方 お子さんが生まれた日から15 日
以内

転入された方 転出証明書に記載された転出予定
日から15 日以内

今まで所得制限等で
受給していなかった方

５月中（※毎年６月に確定する新し
い所得・家族の状況で新たに受給
できる可能性があります）

現在受給している方
6 月中（※受給している全世帯に、
手続き（現況届）の日時等のお知
らせを６月上旬にお送りします）

児童手当の手続きが必要な方、手続時期

●手続きに必要なもの
　①印鑑　②請求者（親）の保険証の写し　③請求者名義
　の振込口座の控え　④前住所地の市区町村発行の所得課税
　扶養証明書（転入者のみ）
●手続場所
　市役所子ども課 子育て支援係（市役所１階６番のカウンター）

悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
に
応
援
を

ふ
る
さ
と
納
税
「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」
を
募
集
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課 

情
報
管
理
係
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９
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●広報飯山、飯山市美術館・ふるさと
館無料入館券、湯滝温泉利用券、市
民リフト券の送付
● 10 万円以上の寄付者には、飯山市
の特産品、北陸新幹線飯山駅開業記
念として関連施設へ名前の刻印

応援金をお寄せいただいた
皆さんへの特典

北陸新幹線飯山駅の開業に向け、皆
様から愛される駅舎づくり、新幹線駅と連動し
たまちづくりを行います。
【21年度の寄付金活用事業】
　新幹線飯山駅都市施設整備事業　150万円

飯山城址や正受庵をはじめとす
る寺町飯山、各集落に伝わる奥信濃の伝統文
化を守り、活動を支援します。
【21年度の寄付金活用事業】
　人形館建設運営事業　240万円

飯山の里山や田園を守り、グリー
ンツーリズム・森林セラピー事業を行います。
【21年度の寄付金活用事業】
　城山公園更新樹勢回復事業　70万円

飯山らしい教育を通して、世界
にはばたく子供たちを育てます。また誰もが住
み慣れた家庭や地域で、安心して暮らし続け
られる地域づくりを進めます。
（昨年、桑原定男様よりご寄付いただいた1億
円は、桑原様のご希望に沿うよう使わせていた
だきます）
【21年度の寄付金活用事業】
　飯山らしい教育推進事業　300万円
※ 21年度事業に充当した応援金の残額
　 243 万 3,904 円は基金に積み立てます。

応援金はこうした事業に
使わせていただきます

新幹線

文化・歴史

自然・景観

教育・福祉

集
落
機
能
維
持
の
た
め
の
自
主
的
な
合
併
を
支
援

「
集
落
合
併
支
援
事
業
」に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て

顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
方
や
、

学
術
、
芸
術
そ
の
他
の
分
野
に

お
い
て
文
化
の
興
隆
に
貢
献
し

た
方
な
ど
を
表
彰
す
る
、
平
成

20
年
度
飯
山
市
栄
誉
賞
表
彰

式
が
３
月
26
日
に
市
役
所
で
行

わ
れ
、
富
井
皓こ
う
だ
い大
さ
ん（
飯
山

南
高
校
卒
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
井
さ
ん
は
２
月
に
白
馬

村
で
行
わ
れ
た
第
58
回
全
国

高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド
競
技

に
出
場
。
前
半
飛
躍
4
位
か
ら

後
半
の
距
離
で
逆
転
、
見
事
、

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
富
井
さ
ん
は
「
飯

山
南
高
校
の
最
後
の
年
に
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
、本
当
に
良
かっ

た
」と
喜
び
を
述
べま
し
た
。

　
３
月
に
飯
山
南
高
校
を
卒
業

後
、
こ
の
４
月
か
ら
は
大
学
に

進
学
し
引
き
続
き
競
技
を
続
け

て
い
く
と
い
う
富
井
さ
ん
。
今

後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

飯
山
市
栄
誉
賞
表
彰

  

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
優
勝
の
富
井
さ
ん
が
受
賞

㊨
受
賞
し
た
富
井
さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）

と
お
母
さ
ん
の
英
子
さ
ん
（
同
３
人
目
）

春
の
行
政
相
談
週
間

　
５
月
18
日
㈪
か
ら
24
日
㈰
ま

で
の
１
週
間
は
、
春
の
行
政
相

談
週
間
で
す
。

　
「
行
政
相
談
週
間
」と
は
、
行

政
や
公
団
な
ど
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
な
ど
を
行
政
相

談
委
員
を
通
じ
て
お
聞
き
し
、

解
決
や
実
現
を
目
指
そ
う
と
い

う
制
度
で
す
。こ
の
た
め
の
身
近

な
窓
口
が
行
政
相
談
委
員
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
有

識
者
で
、
飯
山
市
で
は
太
田
地

区
大
深
の
村
上
幸
弘
さ
ん
（
☎

�
２
３
９
０
）
が
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

毎
月
20
日
に
飯
山
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
総
合

相
談
の
ほ
か
、
自
宅
や
電
話
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。


